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の
方
々
が
事
前
に
作
成
さ
れ
た

簡
易
レ
ー
ダ
ー
レ
フ
レ
ク
タ
ー
20
個
が
支
所
代

表
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
宮
城
海
上
保
安
部
は
、
海
上
安

全
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
と
連
携
し
、
よ
り
多
く
の

海
難
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
活
動
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
関
係
者
の
方
々
の
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
レ
ー
ダ
ー
レ
フ
レ
ク
タ
ー
と
は
？

レ
ー
ダ
ー
レ
フ
レ
ク
タ
ー
と
は
、
レ
ー
ダ
ー
の

電
波
を
効
率
的
に
反
射
さ
せ
、
レ
ー
ダ
ー
に
映
り

や
す
く
す
る
も
の
で
す
。

養
殖
施
設
の
区
域
は
、
竹
竿
や
ブ
イ
に
よ
り
明
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
船
の
レ
ー

ダ
ー
に
映
り
難
い
た
め
、
こ
れ
を
使
用
し
レ
ー
ダ

ー
に
は
っ
き
り
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
事
故
防
止

に
役
立
ち
ま
す
。

レ
ー
ダ
ー
レ
フ
レ
ク
タ
ー

は
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

５
０
０
ｍ
ｌ
の
ア
ル
ミ
缶
３

本
を
使
用
し
て
、
安
価
に
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
は
「釣
り
中
」・「漁
業
中
」の
事
故
に
ご
用
心
！
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秋が多い！

■
秋
は
釣
り
や
漁
業
中
の
事
故
が
多
発
！

秋
が
到
来
し
、
釣
り
シ
ー
ズ
ン
も
い
よ
い
よ
本

格
化
し
ま
す
が
、
皆
様
、
秋
季
は
「
釣
り
中
の
事

故
」
や
「
漁
業
中
の
事
故
」
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
る
と
い
う
こ
と
、
ご
存
知
で
す
か
。
上
記
グ
ラ

フ
は
、
過
去
５
年
間
の
釣
り
中
又
は
漁
船
乗
船
者

の
人
身
事
故
者
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
ど
ち

ら
も
秋
（
９
月
～
11
月
）
に
事
故
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

更
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
手
軽
に
楽
し
め
る

レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
釣
り
の
人
気
が
再
燃
し
、
全
国

的
に
釣
り
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い

事
故
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
本
年
に
あ
っ
て
も
、
例
年
通
り
釣
り

中
や
漁
業
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

■
漁
具
被
害
も
多
発

宮
城
県
で
は
、
牡
蠣
や
海
苔
の
養
殖
も
盛
ん
で

あ
り
、
県
内
沿
岸
に
は
多
数
の
養
殖
施
設
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
航
行
船
舶
が
こ
れ
ら
施
設
の

存
在
を
知
ら
ず
に
接
触
し
、
漁
具
が
損
傷
す
る
事

故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

■
海
難
防
止
講
習
会
を
開
催

宮
城
海
上
保
安
部
は
、
海
上
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー

のCARAV@N

の
方
々
と
一
緒
に
、
10
月
28
日
、
宮

城
県
漁
業
協
同
組
合
仙
南
支
所
の
組
合
員
の
方
々

を
対
象
と
し
た
海
難
防
止
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。講

習
会
で
は
、
救
命
胴
衣
の
正
し
い
着
用
や
梯

子
の
備
え
置
き
等
の
海
中
転
落
へ
の
備
え
の
重
要

性
を
説
明
し
た
ほ
か
、
養
殖
施
設
の
区
域
を
明
示

す
る
の
に
有
効
な
簡
易
レ
ー
ダ
ー
レ
フ
レ
ク
タ
ー

を
参
加
者
全
員
で
作
成
し
、
最
後
に
、
こ
の
日
の

うち、
死者
行方不明者

サポーターのCARAV@N（写真右と左）から
簡易レーダーレフレクター20個を贈呈

「簡易ﾚｰﾀﾞｰﾚﾌﾚｸﾀｰ」

簡易レーダーレフレクター
の作成方法はＱＲコードを
チェック！



■
縄
梯
子
の
活
用

海
中
転
落
し
て
し
ま
い
、
体
力
が
無
く
縄
梯
子
を

登
れ
る
か
不
安
な
場
合
は
、
縄
梯
子
に
掴
ま
っ
て
体

力
を
温
存
し
ま
し
ょ
う
。

船
の
そ
ば
で
あ
れ
ば
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
艇

や
航
空
機
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
船
舶
か
ら
も
発
見
さ

れ
や
す
く
な
り
、
早
期
発
見
・
救
助
に
繋
が
る
確
率

が
高
く
な
り
ま
す
。

■
救
命
胴
衣
等
の
必
要
な
装
備
を
装
着

い
つ
海
中
転
落
し
て
し
ま

う
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
救

命
胴
衣
は
定
期
的
に
点
検
し

た
う
え
で
、
正
し
く
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
着
用
時
に
チ
ャ
ッ

ク
が
開
い
て
い
た
り
、
腰
の

ベ
ル
ト
が
緩
ん
で
い
る
と
、

海
中
転
落
時
に
救
命
胴
衣
が

脱
げ
て
、
身
体
が
沈
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

更
に
、
釣
り
場
に
応
じ
た

履
物
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
携

帯
電
話
は
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
防
水

パ
ッ
ク
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
海
中
転
落
時
に
も

「
１
１
８
番
」
に
通
報
し
、
救
助
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
海
中
転
落
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

海
中
転
落
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
立
ち
入

り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
防
波
堤
等
の
「
危
険
な
場
所

に
は
立
ち
入
ら
な
い
」
こ
と
や
、
事
前
に
釣
り
場
の

天
気
予
報
や
体
調
を
考
慮
し
「
無
理
は
し
な
い
」
こ

と
が
重
要
で
す
。

も
し
、
海
中
転
落
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
直
ち
に
海

か
ら
這
い
上
が
り
、
暖
を
取
る
こ
と
や
、
必
要
に
応

じ
て
医
療
機
関
で
の
処
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
身
体
が
冷
え
切
っ
た
状
態
で
船
の
縁
を

掴
ん
で
船
上
に
這
い
上
が
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
困

難
で
す
。

■
縄
梯
子
が
有
効
！

海
か
ら
船
上
や
陸
上
に
這
い
上
が
る

に
は
梯
子
が
有
効
で
す
。

し
か
し
、
岸
壁
で
は
、
ご
く
一
部
し

か
梯
子
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
船
で
も
、
鋼
製
梯
子
の
設
置
が
困

難
な
船
型
も
あ
る
た
め
、
お
勧
め
す
る

の
が
「
縄
梯
子
」
で
す
。

「
縄
梯
子
」
は
、
ロ
ー
プ
だ
け
で
作
成
で
き
る
た

め
、
重
量
も
軽
く
、
収
納
も
ス
ペ
ー
ス
を
と
ら
ず
、

鋼
製
梯
子
を
購
入
す
る
よ
り
安
価
で
す
。

■
縄
梯
子
使
用
時
の
注
意
点

縄
梯
子
は
、
船
体
外
板
と
の
間
に
空
間
が
あ
る
場

所
で
使
用
す
る
と
、
縄
梯
子
が
触
れ
回
り
、
姿
勢
が

安
定
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
船
体
中
央
か
ら
船
尾

部
分
へ
の
取
り
付
け
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

24
26
28
30
32
34
36
38

時間

興奮期

時間

衰弱期

虚脱期
（外見上の死亡）

激しい震え
意識混濁
部位感覚の喪失
記憶の喪失
心拍数の低下
不整脈出現の可能性
筋肉の硬直
瞳孔拡大
筋肉の弛緩

死亡(蘇生不可)

人
体
の
体
温（
度
）

釣
り
中
の
事
故
は
、
「
海
中
転
落
」
が
突
出
し
て

多
く
、
全
体
の
約
90
％
（
５
年
間
累
計
）
を
占
め
て

い
ま
す
。

秋
を
迎
え
て
い
る
宮
城
県
沿
岸
の
海
水
温
度
は
20

度
を
下
回
り
、
真
冬
に
は
１
桁
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
海
に
転
落
し
て
し
ま
う
と
、
「
低
体
温

症
」
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん…
。

「
低
体
温
症
」
と
は
、
体
の
中
心
部
の
温
度
が
35

度
を
下
回
る
こ
と
に
よ
り
、
体
の
機
能
を
正
常
に
維

持
で
き
な
く
な
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
左
の

図
が
示
す
と
お
り
、
何
ら
か
の
要
因
に
よ
り
体
温
が

35
度
以
下
に
な
る
と
、
激
し
い
震
え
、
判
断
力
の
低

下
等
の
初
期
症
状
を
経
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

筋
肉
の
硬
直
、
脈
・
呼
吸
の
減
少
、
血
圧
の
低
下
等

の
症
状
と
な
り
、
最
終
的
に
意
識
消
失
に
至
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 「低

体
温
症
」と
は

海
中
転
落
に
備
え
よ
う
！

水 温 意識不明
までの時間

予想

生存時間

0～5℃ 15～30分 30～90分

5～10℃ 30～60分 1～3時間

10～15℃ 1～2時間 1～6時間

縄梯子

縄梯子の作成方法は、
QRコードをチェック！

縄梯子を使用して
直ちに陸や船に

這い上がる！

防水パック入り
携帯電話で「１１８番」通報

体温と低体温症の症状

海中転落したときの水温と生存時間の関係

直ぐに這い上
がらないと…

縄梯子に
掴まって


